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目的： 本研究は、保育者に求められるコミュニ
ケーション能力について明らかにすること
を目的とした。
方法：文献研究およびグループ・インタビュー
結果
（1）文献研究
　保育者のコミュニケーションに関する先行研究
を収集・整理した結果、大きく４つに分類された。
第１は、保育者－保護者間のコミュニケーション
に関する研究、第２は、保育者－子ども間のコミュ
ニケーションに関する研究、第３は、保育士養成
校在学生に対するコミュニケーション教育に関す
る研究、第４は、若い保育者に求められるコミュ
ニケーション能力の研究である。それぞれ、概要
を示す。
①保育者－保護者間のコミュニケーションに関す
る研究
　４つの分類のなかでもっとも数が多かった。善
本（2003）は、保育者は、保護者を親として成長
させるために重要であり、子供の親の支援者とし
てのコミュニケーション能力が求められていると
指摘する。しかし、対子供、対保護者、対保育士
という３つのコミュニケーション場面において対
保護者とのコミュニケーションを最も苦手として
いると報告している。
　成田（2012）は、保育者が保護者対応で困って
いることを保育者の経験年数ごとに分類してい
る。経験年数が浅いとコミュニケーションの取り
方自体で戸惑っていること、数年を超えるころか
ら、自己中心的な保護者や病んでいる保護者への
対応に苦慮したり、伝え方に困難さを感じるよう
になることが明らかにされている。
　丸目（2014）は、保護者にアンケート調査を行った
結果、保育者と保護者間のコミュニケーションが
うまくいっていない要因として、多忙によりコミュ
ニケーションをとる機会や時間が少ないことと、
保育者個人のスキルが低いことを指摘している。
　中平ほか（2014）は、保育者と保護者のコミュ
ニケーションが図られる場面として、①登降園時、
②連絡帳等の文面、③園便り・学級便り、④家庭
訪問・個人面談の４つを挙げ、保護者との対話に
おいて、話し方、表情や態度、配慮、保育の知識
の有無等が重要であると指摘している。また、貧
困、ひとり親、障がいをもつ子ども、虐待、共働
き等が増加していることを把握して支援を行うこ
とが重要であると言及している。
　真下ほか（2011）は、保育者の保護者への対応
の特色として、「傾聴・共感」「具体的なアドバイ
ス」「保育者として一緒に問題解決にあたる姿勢
を示すこと」の３点を指摘している。
　このほか、保護者対応の事例が掲載されている
本が多く出版されている。例えば、よくない言葉
かけを集めたものや、場面ごとにどのような言葉
かけを行うべきかを示したもの等、イラスト入り
で実践的な内容の書籍が多い。
②保育者－子ども間のコミュニケーションに関す
る研究
　子ども同士のトラブルの際の保育者の対応の仕
方や、自己紹介の仕方、適切な言葉かけ等を具体
的に説明（塩谷 2015）したもの、困難を抱える
子どもへの支援について検討（大河内 2015）し
ているものがある。
③学生のコミュニケーション能力の向上を目指し
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た教育に関する研究
　３つの分類の中でもっとも少なかった。浅木
（2014）は、ストーリーテリングの実践を通して、
学生のコミュニケーション能力の育成に効果があ
ると論じ、片山ほか（2010）は、コミュニケーショ
ン能力を向上させるためのワークやゲームを取り
入れた研修を行い、学生の変容のプロセスを考察
している。
④若い保育者に求められるコミュニケーション能力
　善本（2003）は、施設長に調査を行い、若い保
育者（おおむね25歳未満）に期待するコミュニケー
ションについて因子分析を行っている。分析の結
果、次の６つの因子が抽出された。
１）  高度なコミュニケーション・スキル（共感性・
説得力・話し合いの力・トラブル処理の力が
そこであるかどうか）
２）  協調性と基本的常識（職員間コミュニケー
ションにおける協調性・基本的常識があるか
どうか）
３）  基本的コミュニケーション・スキル（話す・
聞く・書く、基本的表現力・理解力があるか
どうか）
４）  子供への高圧的な態度（子供とのコミュニ
ケーションにおいて感情的にならないか）
５）  受容的姿勢（自分の思い込みに固執せず相手
を受け入れることができるか）
６）  コミュニケーションへの積極性・主体性
（保育士間で積極的に意見を言えるか、保護
者と主体的に関われるか）
　上記６つが、保育園長が若手保育者に期待する
コミュニケーション能力である。このうち、若手
保育者が高く評価されている能力は、高い順に④
②⑤であった。逆に、評価が低い能力は①③⑥と
いう結果だった。すなわち、若手保育者は、共感
性・説得力・話し合いの力・トラブル処理の力お
よび基本的な表現力・理解力が不十分で、積極性・
主体性に欠けると評価されている一方、職員間に
おける協調性・常識の点では問題がなく、子供と
のコミュニケーションにおいて感情的な対応をす
ることもないと判断されている。
（2）グループ・インタビュー
　保育者のコミュニケーションに関する論考にお
いて、保育者同士のコミュニケーションが重要で
あるとの指摘は多数あるものの、その能力がどの
ようなものかについて検討した研究は非常に少な
い。善本は、「保育士どうしの場面においてもコ
ミュニケーション能力が求められている」と指摘
し、園長が期待する６つの能力を明らかにしてい
るが、園長以外の視点は考慮されていない。６つ
の能力は、管理的立場の人間が求める能力であり、
中堅保育士や新任保育士自身が必要と考えるコ
ミュニケーション能力と一致するとは限らない。
　本調査では、保育者どうしのコミュニケーショ
ンについて、若手保育者の立場からアプローチし
た。
　現役保育士２名と保育士経験者１名に対してグ
ループ・インタビューを行い、「保育者同士のコ
ミュニケーション」をテーマに２時間ほど議論を
していただいた。
　インフォーマントに承諾を得た上で、IC レコー
ダーに議論の内容を録音した。以下、議論の内容
の一部を紹介する。
議論
・保育者同士のコミュニケーションにおいて重要
なことは、挨拶をすることや報連相を守ること
以上に、保育園の文化や組織の体質に合わせる
ことができるかどうかではないか。
・子どもに対する関わり方と職員同士のかかわり
方は関連している。職員同士に上下関係があり、
主従関係が強いと子供に対しても大人が偉くて
子供はそれに従うという関係ができる。
・具体例を挙げると、ある部屋で中堅保育士 A
さんが保育ノートを記入していたので、新人 B 
さんは、先輩の A 保育士の仕事の邪魔をしな
いよう声を掛けずに同じ部屋で昼食を食べてい
た。そこへ中堅保育士 C さんが入ってきて新
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人 B さんに対して「なんであなた先輩より先
にご飯食べてるの？」とやや叱るように言った。
もし A さんと B さんが逆の立場であれば、B
さんは叱ることはない。また、新人が仕事で書
き物をしていて、先輩が昼食をとるとき一言声
をかけるのかというとかけない。上司に対して
は気遣いの言葉が必要だが新人には必要ない。
コミュニケーション能力の問題ではなくて、保
育園の体質に合わせられるかの問題。
・保育園によって求められるコミュニケーション
が異なる。いかに空気を読んで対応していくか
が課題。
考察
　本研究は、保育者に求められるコミュニケー
ション能力について、文献研究およびグループ・
インタビューを通じて明らかにすることを目的と
した。ここで、本研究で明らかになったことを整
理し、意義と課題について述べる。
　まず、保育者に求められるコミュニケーション
に関する先行研究は、４つに分類された。第１は、
保育者－保護者間のコミュニケーションに関する
研究、第２は、保育者－子ども間のコミュニケー
ションに関する研究、第３は、保育士養成校在学
生に対するコミュニケーション教育に関する研
究、第４は、若い保育者に求められるコミュニケー
ション能力の研究であった。
　次に、グループ・インタビューを通じて、「保
育者―保育者間に必要とされるコミュニケーショ
ン能力」について模索した結果、必要とされる保
育士間のコミュニケーション能力というものはな
く、保育園の体質によって求められるコミュニ
ケーションが異なるのではないかという議論に進
んだ。調査前は、保育者間に必要なコミュニケー
ション能力として、挨拶をする、伝えたいことを
簡潔に表現できる、話す・聞くというやりとりが
双方向にできる、会議で自分の意見を言える等々、
典型的な回答がでてくるのではないかと想定して
いた。しかし、予想に反し、すべての保育者に共
通して求められるコミュニケーション能力はな
く、各保育園の人間関係や組織風土等に合わせた
コミュニケーションが実際の保育現場では求めら
れていることが調査から分かった。
　このような知見は、保育者間のコミュニケー
ションが、保育者自身のメンタルヘルスや離職、
そして保育の質に関わる重要な示唆を含んでいる
のではないかと考えられる。例えば、保育園の人
間関係や組織風土に馴染めずコミュニケーション
がうまくいかなかった場合、孤立したり心身の不
調に影響することが十分考えられるだろう。
　以上のような考察をふまえ、次の課題を検討し
ていきたい。すなわち、「保育園の組織風土と保
育者間のコミュニケーションの在り方はどのよう
に関連しているか」を計量的・質的両方の手法を
用いて検討していく。今後は、さらに課題を具体
化し検証していきたい。
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